
李
賀
に
於
け
る

「門」

の
描
写

i

l空
間
的
側
面
か
ら
の
考
察
i
l

て
は
じ
め
に

空
間
を
厳
街
に
定
義
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は

「
人
間
の
生
が
展
開
さ
れ
る
場
」
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
と
し
て
用
い

た
い
。
人
間
は
、
こ
の
世
に
生
を
受
け
た
瞬
間
か
ら
、
身
体
を
通
し

て
空
間
の
一
部
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
人
間
の
生
は
空
間
と
の
関

わ
り
な
く
し
て
は
成
り
立
ち
得
ず
、
「
た
と
え
忠
誠
の
な
か
で
あ
っ

て
も
空
間
か
ら
解
き
は
な
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
己

中
庭
の
詩
人
李
賀
(
七
九
一
，
alai-

八
一
七
)
が
、
空
間
と
ど
の
よ
う

に
関
わ
り
、
ま
た
空
間
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
か
を
考
察
し

て
行
く
な
か
で
、
李
賀
の
生
の
形
式
を
浮
き
彫
り
に
し
て
行
き
た
い

と
い
う
の
が
こ
の
論
の
大
き
な
テ
!
マ
で
あ
る
。
が
、
限
ら
れ
た
紙

磁
の
中
で
、
李
賀
詩
に
捕
か
れ
た
全
て
の
空
間
を
検
討
す
る
事
は
不

可
能
で
あ
る
ο

こ
こ
で
は
「
門
い
に
対
す
る
考
察
を
中
心
に
論
を
進

め
て
行
き
た
い
。

は
、
李
賀
の
空
間
意
識
を
探
る
上
で
、
な
く
て
は
な
ら
な
い

河

有丸、

ふVs、

美

田

視
点
の
一
つ
で
あ
る
ο

な
ぜ
な
ら
李
賀
詩
に
於
て
空
間
は
、
「
門
」

i
殊
に
家
屋
の
門
を
中
心
に
、
決
定
的
に
対
立
す
る
こ
つ
の
領
域
に

区
分
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る

Q

李
賀
は
自
他
共
に
認
め
る
才
能
を

抱
き
な
が
ら
、
一
部
の
人
間
の
害
意
に
よ
っ
て
科
挙
受
験
を
阻
ま

れ
、
社
会
的
生
命
を
断
た
れ
た
詩
人
で
あ
る
。
彼
に
と
っ
て
社
会
は

悪
意
に
満
ち
、
自
分
の
能
力
を
否
定
し
、
只
騒
々
し
い
ば
か
り
の
空

間
で
あ
っ
た
。
李
賀
は
こ
う
し
た
社
会
を
自
分
の
側
か
ら
も
拒
絶
し

て
、
家
屋
の
内
に
閉
じ
ら
れ
た
自
分
だ
け
の
空
間
を
築
こ
う
と
す

る
。
「
門
」
の
描
写
を
追
い
求
め
て
行
く
事
は
、
社
会
と
い
う
空
間

と
格
闘
し
、
追
い
詰
め
ら
れ
て
行
っ
た
李
賀
の
人
生
を
追
う
事
に
も

な
る
の
で
あ
る
。

一
一
、
「
門
い
の
用
例
と
分
類

漢
和
辞
典
を
引
け
ば
一
日
で
解
る
事
で
あ
る
が
、
「
門
」
に
は
「
①

か
ど
。
も
ん
。
②
物
事
の
入
口
。
③
い
え
。
い
え
が
ら
。
④
み
う

ち
。
」
突
に
様
々
な
意
味
が
あ
る
。
が
、
家
庭
を
テ

i
マ
と
し

( 58 ) 



た
こ
の
論
で
は
、
①
の
意
味
で
用
い
ら
れ
た

注
目
し
て
行
き
た
い
。

中
国
建
築
の
基
本
は
「
四
隅
に
木
の
柱
を
立
て
て
土
壁
で
間
み
、

②
 

正
部
を
白
木
の
柱
で
一
一
一
つ
の
間
関
に
仕
切
っ
た
一
階
建
」
で
あ
る
。

故
に
家
庭
は
、
期
間
を
取
り
囲
む
外
壁
に
よ
っ
て
「
大
き
な
一
般
的

③
 

空
間
か
ら
特
別
な
私
的
空
間
」
を
完
全
な
形
で
切
り
取
る
事
と
な

り
、
唯
一
の
関
戸
端
で
あ
る
門
が
閉
ざ
さ
れ
れ
ば
、
何
人
た
り
と
も

家
屋
に
侵
入
す
る
事
は
で
き
な
く
な
る
。
例
え
門
が
閉
ざ
さ
れ
て
い

て
も
、
庭
か
ら
入
り
込
む
事
の
で
き
る
日
本
家
屋
と
の
相
異
は
こ
こ

④
 

に
あ
る
。
門
に
は
閉
鎖
性
と
透
過
性
と
い
う
二
つ
の
機
能
が
あ
る

が
、
建
物
の
唯
一
の
関
口
部
で
あ
る
中
国
の
門
に
は
、
そ
の
機
能
が

よ
り
完
全
な
形
で
体
現
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

「
附
け
い
の
用
例
を
、
そ
の
機
能
に
注
話
し
て
分
類
す
る
と
次
の
よ

う
に
な
る
。

の
用
例
に
の
み

門
の
閉
鎖
性
に
注
目
し
た
表
現

門
の
透
過
性
に
注
目
し
た
表
現

そ
の
他

李
賀
詩
に
於
い
て
は
、
李
賀
自
身
と
の
関
わ
り
の
中
で
捕
か
れ
た

門
の
描
写
と
、
そ
う
で
な
い
門
の
描
写
、
例
え
ば
秦
宮
の
豪
奪
な
生

活
を
綴
っ
た
コ
察
官
詩
b

等
に
設
場
す
る
問
け
の
描
写
と
の
間
に
は
大

き
な
締
り
が
あ
る
。
李
資
と
門
と
の
関
わ
り
を
よ
り
純
度
の
高
い
形

A B C 

で
抽
出
す
る
た
め
に
、
先
ず
は
泊
者
の
門
に
限
っ
て
考
察
を
進
め
て

行
き
た
い
ο

具
体
的
に
は
、
作
者
自
身
の
門
の
出
入
り
の
他
に
、
友

人
を
長
安
の
門
外
に
送
る
、
他
者
が
作
者
の
門
内
に
入
る
等
、
作
者

と
の
渡
接
的
な
関
わ
り
の
中
で
描
か
れ
た
門
の
描
写
を
考
察
の
対
象

と
し
た
い
。

李
賀
詩
に
は
、
①
の
意
味
で
用
い
ら
れ
た
「
門
」
の
用
例
が
三
十

九
(
詩
題
の
三
例
は
こ
の
内
に
含
ま
れ
な
い
)
。
そ
の
内
、
李
賀
自

身
と
の
夜
接
的
な
関
わ
り
の
中
で
捕
か
れ
た
「
門
」
の
用
例
は
九
。

先
に
示
し
た
分
類
に
従
え
ば
、
A
が
二
例
、

B
が
七
例
、
そ
の
内
分

け
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

A
@
街
由
自
関
門
(
吋
始
為
奉
礼
憶
日
間
谷
山
居
』
巻
二

⑤
mm門
感
秋
風
(
町
秋
涼
詩
寄
正
字
十
二
兄
』
巻
一
ニ
)
@

B
①
東
林
巻
席
罷
、
護
落
将
行
去
、
秋
白
迄
逢
空
、
日
満
門
前
路

(
円
将
発
』
警
一
一
)

③
柴
門
事
轍
凍
、
目
下
機
影
痩
、
黄
昏
訪
我
来
、
苦
節
青
陽
敏

(
円
贈
陳
商
』
巻
一
一
一
)

@
発
靭
東
門
外
(
円
春
帰
mm
谷
』
巻
一
ニ
)

①
入
門
擁
家
老
(
『
春
婦
島
谷
』
巻
一
一
一
)

小
宮
入
門
下
馬
気
如
虹
(
空
間
同
軒
過
』
巻
四
)

⑤
駆
馬
出
門
意
(
内
京
城
』
巻
四
)

①
肋
一
一
借
前
立
当
吾
門
(
『
聴
穎
師
弾
琴
歌
』
外
集
〉
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李
賀
と
同
時
代
の
詩
人
、
韓
愈
・
孟
郊
・
慮
全
・
賀
島
の
詩
の
中

か
ら
同
条
件
で
「
門
」
の
用
例
を
抽
出
す
る
と
、
韓
愈
(
全
唐
詩
巻

一一一一ニムハ

i
一
一
一
四
五
)
一
ニ
十
一
一
例
、
孟
郊
(
全
唐
一
詩
巻
三
七
二

i
一ニ八

一
〉
十
二
例
、
慮
全
(
全
唐
詩
巻
三
八
七

i
一
一
一
八
九
〉
六
例
、
賀
島

(
全
勝
詩
巻
五
七
一

i

五
七
回
〉
十
四
例
。
李
賀
も
含
め
た
五
詩
人

の
「
門
い
の
用
…
仰
を
表
に
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
れ
c

百jiまえ三支主q ヨ 鼠全 孟究!5 韓愈 李賀

。2 。5 2 A 

7 2 7 20 7 B 

7 2 5 6 。C 

の
表
を
見
て
先
ず
気
づ
く
の
は
、
韓
愈
・
孟
郊
・
麗
人
干
寅
島

の
間
詩
人
が
、

B
項
に
次
い
で
多
く
の
用
例
を
割
い
て
い
る

C
項

に
、
李
賀
詩
の
用
例
が
…
例
も
見
い
出
せ
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。

門
の
描
写
の
中
に
は
、
閉
鎖
性
ハ
A
)
と
透
過
性

(
B
)
と
い
う

機
能
留
か
ら
だ
け
で
は
割
り
切
れ
な
い
拙
写

(
C
)
も
た
く
さ
ん
あ

る
。
例
え
ば
「
秋
主
人
食
、
破
産
無
門
扉
」
(
孟
郊
吋
秋
懐
b

問
、
全
唐
詩
巻
一
一
一
七
で
は
、
建
物
と
し
て
の
門
を
描
く
事
に

点
が
重
か
れ
て
い
る
し
、
「
山
入
門
前
編
受
賜
、
平
地
一
尽
白
玉
沙
」

(
慮
全
コ
古
雪
寄
退
之
』
全
唐
詩
巻
三
八
九
)
で
は
、
内
は
単
に
場

所
を
特
定
す
る
も
の
と
し
て
の
み
立
ち
現
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
門

の
用
法
は
我
々
が
日
常
的
に
使
う
範
囲
の
も
の
で
あ
り
、
孟
郊
・
度

全
・
賀
島
が

C
項
に
三
分
の
一
一
以
上
の
用
例
を
割
い
て
い
る
の
も
、

そ
の
意
味
で
は
当
然
で
あ
る
。
む
し
ろ
C
項
に
該
当
す
る
用
例
を
一

例
も
持
た
や
す
、
機
能
面
に
の
み
注
目
し
た
門
の
描
写
を
行
う
李
賀
の

側
に
、
日
常
性
を
欠
い
た
強
烈
な
意
識
の
煽
り
が
あ
る
と
見
て
良
い

で
あ
ろ
う
。

三
、
門
の
閉
鎖
性
に
注
呂
し
た
表
現

a
、
李
賀
の
場
合

李
賀
に
と
っ
て
、
内
と
は
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
の
か
。
先

ず
は
門
の
閉
鎖
性
に
注
目
し
た
表
現
か
ら
見
て
み
た
い
。

①
始
為
奉
礼
憶
問
問
谷
山
居

掃
断
馬
路
痕
掃
断
す
馬
蹄
痕

街
問
自
関
門
街
よ
り
回
り
て
自
ら
門
を
開
づ

長
鎗
江
米
熟
長
鎗
江
米
熟
し

小
樹
菊
花
春
小
樹
菜
花
の
春
な
り

向
援
懸
如
意
援
に
向
ひ
て
如
意
を
懸
け

当
簾
関
角
巾
簾
に
当
り
て
角
巾
を
関
す

犬
警
曽
去
溶
犬
議
曽
て
洛
を
去
り
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鶴
病
秦
に
遊
ぶ
を
悔
ゆ

土
甑
茶
葉
封
じ

山
杯
竹
根
を
鎖
す

知
ら
ず
船
上
の
月

誰
か
満
渓
の
一
世
間
に
梓
す

葉
葱
奇
一
編
一
訂
芸
ナ
賀
詩
集
』
巻
一

科
挙
受
験
を
阻
ま
れ
た
李
賀
は
い
っ
た
ん
故
郷
に
帰
る
が
、
翌
一
五

和
六
年
(
八
…
一
〉
に
再
び
上
京
し
て
奉
札
郎
と
な
る
。
し
か
し
、

出
世
の
裂
が
薄
い
奉
礼
郎
と
い
う
官
は
、
才
能
を
自
負
す
る
李
賀
の

気
に
そ
ま
ず
、
「
長
安
有
男
児
、
二
十
心
巴
朽
」
(
司
贈
陳
蕗
ち
と
嘆

か
せ
た
挙
句
に
、
元
和
八
年
、
病
を
理
由
に
官
を
辞
す
る
ま
で
に
李

究
を
追
い
込
ん
で
し
ま
う
。
右
は
、
李
賀
が
奉
礼
邸
に
な
っ
た
ば
か

り
の
頃
の
作
品
で
あ
る
。

冒
頭
二
勾
に
は
、
掃
除
・
関
門
の
全
て
を
自
分
で
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
長
安
で
の
貧
乏
生
活
と
共
に
、
門
を
閉
ざ
す
事
に
よ
っ

て
家
屋
の
内
l
内
的
世
界
l
に
閉
じ
こ
も
ろ
う
と
す
る
李
賀
の
姿
が

描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
気
の
進
ま
ぬ
役
所
勤
め
か
ら
帰
っ
た
李
賀
が

真
先
に
す
る
の
は
、
家
屋
の
外
か
ら
内
へ
の
侵
入
の
痕
跡
(
馬
路
痕
)

を
き
れ
い
に
消
し
去
り
、
ピ
タ
リ
と
門
を
附
閉
ざ
し
て
外
的
世
界
i

長

安
の
官
僚
社
会
を
中
心
と
し
た
社
会
的
空
間
ー
を
締
め
出
す
と
い
う

作
業
で
あ
っ
た
。
先
ず
家
屋
を
閉
じ
た
空
間
と
し
て
完
結
さ
せ
、
そ

鶴
病
悔
遊
楽

土
甑
封
茶
葉

山
杯
鎖
竹
根

不
知
船
上
月

誰
梓
満
渓
一
住
民

の
中
で
自
分
を
除
々
に
取
り
も
ど
し
て
行
こ
う
と
す
る
李
資
。
グ
ツ

グ
ツ
と
煮
え
始
め
た
米
の
匂
い
と
緩
か
さ
(
長
鈴
江
米
熟
)
は
、
李

賀
の
心
を
ほ
ん
の
り
と
和
ま
せ
て
く
れ
る
。
庭
に
植
え
ら
れ
た
棄
の

木
の
か
細
さ
(
小
樹
譲
花
春
)
は
、
長
安
生
活
の
不
毛
さ
を
象
徴
す

る
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
棄
の
白
い
花
は
、
一
時
李
賀
を

人
間
社
会
の
狼
雑
さ
か
ら
引
き
離
し
て
く
れ
る
。
身
繕
い
を
す
る
李

賀
を
取
り
臨
む
の
は
、
一
人
き
り
の
静
か
な
空
間
(
向
壁
懸
如
意
、

当
簾
関
角
巾
)
。
役
所
帰
り
の
心
の
苛
立
ち
は
何
時
し
か
静
ま
り
、

彼
の
心
は
故
郷
の
家
屋
へ
と
吸
い
寄
せ
ら
れ
て
行
く
の
で
あ
る
。
故

郷
の
家
族
へ
出
し
た
手
紙
ハ
犬
書
曽
去
洛
)
。
病
を
押
し
て
ま
で
上

京
す
る
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
後
悔
(
鶴
病
髄
遊
秦
)
。
故
郷
の

家
屋
に
残
し
て
来
た
茶
や
酒
盃
(
土
甑
封
茶
葉
、
山
杯
鎖
竹
根
)
。

そ
し
て
最
終
的
に
李
賀
の
心
を
満
た
し
た
も
の
は
、
「
月
の
光
の
下
、

空
の
雲
を
い
っ
ぱ
い
に
映
し
と
っ
た
川
面
を
漂
う
船
」
の
情
景
で
あ

っ
た
(
不
知
船
上
月
、
誰
棒
満
渓
一
均
一
一
点
)
。
李
自
に
つ
待
吾
尽
節
報
明

主
、
然
後
相
撰
臥
白
雲
」
(
『
駕
去
温
泉
宮
後
婚
楊
山
人
』
其
田
)
と

い
う
匂
が
あ
る
よ
う
に
、
雲
に
は
隠
棲
の
場
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が

あ
る
。
穏
や
か
で
満
ち
足
り
た
心
情
と
共
に
、
清
々
し
い
解
放
感
を

た
た
え
た
結
び
の
二
勾
は
、
精
神
的
に
は
己
に
世
俗
か
ら
切
り
離
さ

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
李
賀
の
心
象
風
景
で
あ
る
と
共
に
、
李
賀
の
隠

棲
へ
の
憧
れ
を
映
し
た
も
の
で
も
あ
る
。
長
安
の
家
屋
だ
け
で
は
、
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李
賀
の
精
神
を
こ
こ
ま
で
解
放
す
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
。
長
安
の

家
屋
で
夢
見
る
故
郷
の
家
屋
。
長
安
で
の
李
賀
は
、
こ
の
二
重
の
家

震
に
抱
か
れ
る
事
に
よ
っ
て
始
め
て
、
真
の
解
放
と
安
ら
ぎ
を
得
る

事
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

李
賀
は
、
故
郷
mm
谷
(
河
南
省
笠
間
防
県
の
西
)
の
家
屋
に
於
て
も

勺
関
門
い
の
描
写
を
行
っ
て
い
る
c

⑤
関
門
感
秋
風
門
を
閉
じ
て
秋
風
に
感
ず

幽
姿
任
契
間
関
州
側
姿
契
問
問
に
任
す

大
野
生
索
空
大
野

天
地
麟
粛
殺
天
地

露
光
泣
残
議

虫
響
連
夜
発

一
房
寒
寸
輝
薄

迎
風
絡
紗
折

花百恨
?と日 11品
変不華
詩文相手予
節知政

麟
と
し
て
粛
殺

残
意
泣
き

虫
響
連
夜
発
す

一
局
寒
く
寸
輝
薄
し

風
を
迎
へ
て
絡
紗
折
る

蓄
を
被
け
ば
十
日
芸
殺
し
く

恨

嶋

翠

容

歓

く

相
知
ら
ず

涼
節
に
変
ず

日

い
レ
い
人

ru

寸

4
1
叶
マ
ノ

右

は

一

兄

い

の

前

半

部

分

。

病

を

理

由

礼
郎
を
辞
し
た
元
和
八
年
駄
の
作
で
あ
る
。
認
知
為
奉
礼
憶
呂
谷
山

居
』
と
同
じ
く
詩
の
冒
頭
に
持
っ
て
来
ら
れ
た
「
関
門
」
の
描
写

は
、
詩
の
構
成
面
か
ら
も
門
外
空
間
を
締
め
出
そ
う
と
す
る
李
賀
の

強
い
意
志
の
表
れ
で
あ
る
。
門
を
閉
ざ
し
、
家
屋
の
内
に
閉
じ
こ
も

っ
た
李
賀
に
と
っ
て
、
門
外
の
空
間
は
最
早
無
縁
の
事
在
で
あ
る
。

漠
然
と
し
た
死
の
イ
メ
ー
ジ
ハ
粛
殺
)
と
共
に
、
只
白
く
広
い
ば
か

り
の
空
虚
な
空
間
と
し
て
描
か
れ
た
門
外
の
空
間
(
第
一
二
i

五
勾
)
。

こ
の
空
間
描
写
は
、
「
開
閉
ど
と
い
う
行
為
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

た
、
門
外
空
間
と
李
賀
と
の
精
神
的
断
絶
感
の
象
徴
で
あ
る
と
共

に
、
李
賀
が
門
外
空
間
に
対
し
て
抱
い
て
い
る
そ
こ
は
か
と
な
い
恐

怖
心
の
表
れ
で
も
あ
る
。
先
に
晃
た
吋
始
為
奉
礼
憶
間
関
谷
山
居
』
で

は
、
そ
れ
が
更
に
徹
底
さ
れ
て
、
「
関
門
」
の
描
写
以
後
、
門
外
空

間
の
存
在
を
感
じ
さ
せ
る
描
写
す
ら
皆
無
と
な
っ
て
い
る
。
「
中
国

人
が
も
っ
と
も
高
く
評
価
し
て
い
た
中
国
の
住
宅
の
特
徴
は
、
お
そ

ら
く
隠
遁
で
き
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
外
界
か
ら
は
、
境
界
に
隣
接
す

⑦
 

る
樹
木
の
演
し
か
見
え
な
い
の
で
あ
る
よ
と
諮
っ
た
の
は
ア
ン
ド

リ
ュ

i

・
ボ
イ
ド
氏
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
中
国
家
屋
の
特
徴
を
家

屋
の
内
側
か
ら
完
慶
一
に
拾
い
て
み
せ
た
の
が
、
李
賀
の
こ
の
こ
つ
の

詩
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

李
賀
と
閉
鎖
空
間
(
家
箆
〉
と
の
一
体
感
を
象
徴
す
る
よ
う
に
、

屋
内
描
写
(
第
五
!
八
匂
)
は
李
賀
の
精
神
と
の
密
接
な
関
わ
り
の

中
で
拙
か
れ
て
い
る
。
の
冷
や
や
か
さ
・
虫
の
・
室
内
の
寒
さ

( 62 ) 



は
、
李
賀
の
孤
独
で
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
精
神
。
消
え
入
り
そ
う
な
燈

や
風
に
は
た
め
く
と
ば
り
は
、
李
賀
の
揺
れ
動
く
心
。
李
裂
の
精
神

は
家
屋
の
内
に
溶
け
込
み
、
一
体
化
す
る
Q

李
賀
は
そ
の
中
で
自
己

の
心
情
を
吐
露
し
始
め
る
の
で
あ
る
ο

長
安
か
ら
島
谷
へ
一
灰
っ
て
早

や
百
日
(
第
十
一
・
十
二
句
)
。
読
書
に
明
け
暮
れ
る
生
活
は
良
い

が
、
恨
み
が
ま
し
い
詩
ば
か
り
書
き
綴
っ
て
、
す
っ
か
り
老
け
こ
ん

で
し
ま
っ
た
自
分
の
顔
。
こ
こ
に
は
、
閉
じ
た
空
間
の
内
に
守
ら
れ

て
い
る
と
い
う
安
ら
ぎ
と
共
に
、
m
m
谷
と
い
う
狭
い
空
間
に
追
い
込

ま
れ
て
し
ま
っ
た
自
分
へ
の
苛
立
ち
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
関
門
」
に

ま
つ
わ
る
一
連
の
行
為
が
李
賀
の
本
意
で
は
無
い
事
、
言
い
換
え
れ

ば
、
李
交
が
己
む
を
得
ざ
る
状
況
の
下
で
「
関
門
い
と
い
う
行
動
に

走
っ
た
事
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

以
上
、
円
始
為
奉
礼
憶
間
関
谷
山
居
b

と
『
秋
涼
詩
寄
正
字
十
二
兄
h

の
中
に
「
mm円
い
の
描
写
を
見
て
来
た
が
、
二
詩
の
間
に
は
様
々
な

共
通
点
が
見
ら
れ
た
。
ま
ず
第
一
に
は
、
「
関
門
」
の
描
写
が
詩
の

冒
頭
に
位
援
し
て
い
る
点
(
①
)
。
第
二
に
は
、
「
関
門
」
と
い
う
行

為
が
包
む
を
得
、
ざ
る
状
況
の
下
で
主
体
的
に
な
さ
れ
て
い
る
点

(
②
)

Q

第
三
に
は
二
期
門
一
と
い
う
行
為
が
家
屋
を
閉
鎖
空
間
と
し

て
完
結
さ
せ
る
行
為
で
あ
る
事
を
明
確
に
意
識
し
て
い
る
点
(
③
)
。

第
四
に
は
、
「
関
門
い
に
よ
っ
て
門
外
空
間
の
存
在
が
精
神
的
に
排

除
さ
れ
て
い
る
点
(
④
)
。
第
五
に
は
、
「
関
門
」
が
精
神
的
解
放
の

前
提
条
件
と
な
っ
て
い
る
点
(
⑤
)
。
第
六
に
は
、
関
門
後
の
家
屋

描
写
が
家
屋
と
李
賀
と
の
深
い
一
体
感
を
象
徴
し
て
い
る
点
(
⑥
)

で
あ
る
Q

以
上
六
点
の
う
ち
、
①
は
「
関
門
」
描
写
の
共
通
性
を
、
②
は

「
関
門
」
に
一
争
中
っ
た
理
由
の
共
通
性
を
、
③
④
は
門
の
閉
鎖
性
に
関

す
る
李
賀
の
認
識
の
共
通
性
を
、
⑤
⑥
は
閉
鎖
空
間
(
家
屋
)
内
で

の
李
賀
の
心
理
の
共
通
性
を
示
し
て
い
る

Q

b
、
李
賀
と
向
時
代
の
詩
人
の
場
合

韓
愈
・
一
五
郊
・
直
人
工
・
同
氏
島
の
詩
の
中
で
、

A
項
に
該
当
す
る
門

の
用
例
は
七
例
。
そ
の
内
、
「
関
門
」
と
い
う
行
為
が
作
者
の
主
体

的
な
行
為
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
も
の
は
二
例
し
か
な
い
。

④
僕
射
南
陽
公
僕
射
南
陽
公

宅
我
除
水
揚
我
を
離
水
の
陽
に
宅
せ
し
む

箆
中
有
余
衣
盤
中
に
余
衣
有
り

金
中
有
余
糧
設
中
に
余
糧
有
り

関
門
読
書
史
門
を
閉
じ
て
書
史
を
読
め
ば

箇
戸
忽
己
涼
窓
戸
忽
ち
己
に
涼
し
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無
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四
肢
安
穏
一
張
林

ぶ問
肢
安
穏

一
張
の
林

全
唐
詩
巻
三
八
七

@
は
韓
愈
の
内
此
自
足
可
惜
贈
張
籍
』
の
中
盤
部
分
、
作
州
の
反

乱
後
、
漸
く
落
ち
着
き
を
取
り
も
ど
し
た
韓
愈
の
日
常
生
活
の
描
写

で
あ
る
。
詩
の
限
目
は
、
作
州
の
反
乱
前
後
の
状
況
を
語
る
事
、
去

り
行
く
張
籍
を
鳴
し
む
事
に
震
か
れ
て
い
る
た
め
、
「
関
門
」
後
の

韓
愈
の
様
子
に
つ
い
て
は
こ
れ
以
上
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。

が
、
こ
れ
だ
け
の
描
写
か
ら
で
も
、
「
関
門
」
と
い
う
行
為
が
家
屋

の
閉
鎖
性
を
完
結
し
、
家
屋
の
内
に
韓
愈
と
卦
荷
物
と
の
一
対
一
の
世

界
を
展
開
す
る
前
提
条
件
と
な
っ
て
い
る
点
だ
け
は
充
分
に
読
み
と

る
こ
と
が
で
き
る
。

@
は
慮
〈
ぷ
の
吋
客
准
南
病
』
の
全
文
。
病
気
と
な
っ
た
鹿
全
は
喜

々
と
し
て
門
を
閉
ざ
す
。
慮
〈
エ
は
「
関
門
」
と
い
う
行
為
に
よ
っ

て
、
外
的
世
界
か
ら
の
飽
者
の
侵
入
を
拒
絶
し
、
閉
鎖
空
間
と
な
っ

の
内
で
身
も
心
も
伸
び
や
か
に
解
放
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ

る。
@
@
に
は
、
李
賀
詩
と
共
通
の
認
識
が
三
つ
ほ
ど
認
め
ら
れ
る
。

「
関
門
い
と
い
う
行
為
が
、
家
屋
台
}
閉
鎖
空
間
と
し
て
完
結
さ
せ
る

行
為
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
点
ハ
③
)
、
「
関
門
」
が
心
的
解

放
の
前
提
条
件
と
な
っ
て
い
る
点
(
③
〉
及
び
、
関
門
後
の
家
屋
描

写
が
、
和
み
行
く
精
神
と
の
一
体
感
の
中
で
綴
ら
れ
て
い
る
点
ハ
⑥
)

の
三
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
門
の
閉
鎖
性
に
関
す
る
認
識
の
一
部
及

び
、
閉
鎖
空
間
i
家
屋
l
内
で
の
李
賀
の
心
の
動
き
が
、
同
時
代
の

詩
人
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
が
、

家
屋
内
で
の
心
的
解
放
度
の
深
さ
〈
⑤
)
及
び
、
家
屋
と
作
者
と
の

精
神
的
一
体
惑
の
深
さ
(
⑥
〉
と
い
う
点
に
関
し
て
言
え
ば
、
描
写

の
細
や
か
さ
と
い
う
点
か
ら
見
て
も
、
李
賀
詩
i
特
に
『
始
為
奉
礼

憶
岡
田
谷
山
居
』
の
方
が
よ
り
深
く
、
か
つ
自
覚
的
に
描
か
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
門
外
空
間
と
作
者
と
の
関
係
の
相
異
か
ら
来
る
も
の

で
あ
ろ
う
。
韓
愈
・
慮
全
の
詩
に
は
見
ら
れ
ず
、
李
賀
詩
に
は
共
通

し
て
見
ら
れ
た
①
②
④
の
要
素
は
、
何
れ
も
門
外
空
間
を
疎
外
空
間

と
し
て
意
識
し
、
排
除
し
よ
う
と
す
る
李
賀
の
意
識
の
表
れ
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
て
韓
愈
・
援
会
の
詩
に
は
、
門
外
空
間
と
の
精
神

的
対
立
感
は
極
め
て
薄
い
。
麗
〈
エ
に
於
て
は
、
「
関
門
」
に
よ
る
排

除
の
対
象
が
「
俗
物
」
に
ま
で
媛
小
化
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。李

資
の
「
関
門
」
描
写
の
特
異
性
は
、
「
関
門
」
が
、
門
外
空
間

と
の
強
烈
な
対
立
感
の
下
で
行
わ
れ
て
い
る
点
に
あ
る
。
こ
の
対
立

感
が
李
賀
の
心
に
何
時
頃
芽
ば
え
、
そ
の
後
の
李
賀
の
人
生
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
次
章
で
考
え
て
み
た

、。
》

U
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三
、
門
の
透
過
性
に
注
目
し
た
表
現

a
、
李
認
の
場
合

中
国
建
築
に
於
て
は
、
庶
民
の
住
緩
か
ら
宮
殿
及
び
都
市
に
卒
一
る

③
 

ま
で
、
そ
の
基
本
的
構
造
は
同
じ
で
あ
る
。
故
に
李
賀
詩
に
於
て

は
、
宮
殿
の
門
及
び
城
門
も
ま
た
、
家
康
の
門
と
同
様
の
機
能
を
持

つ
も
の
と
し
て
拙
か
れ
て
い
る
。

①
洛
風
送
馬
入
長
関
洛
風
馬
を
送
一
り
て
長
関
に
入
る

関
一
扇
未
開
逢
狭
犬
問
問
一
扇
未
だ
関
か
ざ
る
に
狭
犬
に
逢
ふ

内
仁
和
皇
雑
叙
阜
市
淀
』
李
焚
詩
集
巻
二

詩
そ
の
も
の
は
一
五
和
八
年
十
月
の
作
で
あ
る
が
、
右
の
二
句
は
、

科
挙
受
験
に
上
京
し
た
一
五
和
五
年
当
時
の
事
を
回
想
し
た
も
の
で
あ

る。
…
ー
間
一
扇
い
と
は
門
扉
の
こ
と
五
一
一
勾
自
の
典
故
は
吋
左
伝
』
の
「
爵

犬
之
療
、
無
不
滋
也
」
(
京
公
十
二
年
〉
と
、
宋
玉
の
『
九
弁
』
「
量

不
欝
陶
而
忠
君
今
、
君
之
門
以
九
重
、
猛
犬
猿
猿
而
迎
吠
今
、
関
梁

問
問
市
不
通
い
で
あ
る
ο

「
洛
陽
の
風
に
送
ら
れ
て
潟
に
乗
り
、
長
安
に
来
て
み
れ
ば
、
宮

内
の
扉
も
開
け
な
い
う
ち
か
ら
狂
っ
た
犬
に
吠
え
た
て
ら
れ
た
。
」

こ
こ
で
の
門
は
、
官
僚
社
会
と
い
う
、
一
つ
の
閉
鎖
空
間
と
李
賀
と

を
結
ぶ
唯
一
の
接
点
と
し
て
立
ち
現
れ
て
い
る
。
科
挙
受
験
の
た
め

に
上
京
し
た
李
賀
は
、
一
部
の
人
間
の
盛
同
意
の
た
め
に
高
級
官
僚
社

会
の
門
を
閉
ざ
さ
れ
、
侵
入
を
拒
絶
さ
れ
て
し
ま
う
。
高
級
官
僚
を

夢
見
て
上
京
し
た
李
賀
に
と
っ
て
、
官
僚
社
会
そ
の
も
の
で
あ
っ
た

大
都
市
長
安
は
、
こ
の
時
か
ら
巨
大
な
疎
外
空
間
と
し
て
李
賀
を
圧

迫
す
る
存
在
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

科
挙
受
験
を
断
念
し
た
李
賀
は
、
一
日
…
島
谷
へ
帰
る
が
、
翌
一
克
和

六
年
、
蒋
び
上
京
し
て
奉
礼
郎
と
な
る
。
先
に
見
た
円
始
為
奉
礼
憶

mm
谷
山
隠
と
に
は
、
役
所
か
ら
帰
る
と
ピ
タ
リ
と
門
を
閉
ざ
し
、
家

屋
の
内
で
徐
々
に
自
分
を
取
り
も
ど
し
て
行
く
李
賀
の
姿
が
描
か
れ

て
い
た
が
、
こ
れ
は
区
大
な
疎
外
空
間
の
中
で
働
か
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
李
賀
に
と
っ
て
、
家
屋
が
唯
一
の
砦
で
あ
っ
た
事
を
示
す
も
の

@
 

で
あ
る
。
劉
街
の
李
賀
年
表
で
は
翌
元
和
七
年
の
作
と
推
定
さ
れ
て

い
る
『
公
無
出
門
(
公
門
を
出
づ
る
無
か
れ
)
』
に
は
、
長
安
の
家

屋
の
門
外
空
間
に
対
し
て
抱
い
て
い
た
李
賀
の
強
迫
的
な
心
象
風
景

が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。

②
天
迷
迷

地
密
密

熊
聴
食
人
魂

雪
霜
断
人
骨

嫉
犬
猿
一
括
相
索
索

祇
掌
偏
宜
傾
蘭
客

( 65 ) 

天
は
迷
迷

地
は
密
密

熊
麗
人
魂
を
食
い

雪
霜
人
骨
を
断
つ

敷
犬
猿
猿
相
索
索

掌
を
祇
む
る
は
偏
に
縞
粛
の
客
に
宜
し

李
賀
詩
集
巻
沼



第
五
勾
の
典
故
も
ま
た
宋
玉
の
吋
九
弁
』
で
あ
る

Q

「
天
も
地
も

踏
く
低
く
恭
一
れ
錯
臨
め
る
中
、
私
を
含
め
た
潔
白
な
君
子
た
ち
を
食
い

千
切
ら
ん
と
、
熊
魁
・
嫉
犬
と
い
っ
た
怪
物
た
ち
が
妨
復
い
て
い

る
よ
詩
の
後
半
に
は
「
我
馬
に
跨
る
と
離
も
還
る
を
得
ず
」
の
勾

も
見
ら
れ
、
李
賀
が
こ
の
強
迫
的
疎
外
空
間
か
ら
去
る
に
去
れ
な
い

状
況
に
あ
っ
た
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。
吋
題
帰
夢
』
(
巻
四
)
に
「
家

門
淳
重
意
、
望
我
飽
飢
腹
」
と
あ
る
よ
う
に
、
扶
養
家
族
を
背
負
っ

た
李
賀
に
は
、
長
安
に
少
し
で
も
長
く
留
ま
ら
ね
ば
な
ら
な
い
理
由

が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
が
、
長
安
の
家
屋
は
、
李
賀
を
守
る
に
十
分

な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
元
和
八
年
の
作
『
春
同
期
間
間
谷
』
に
は
、
疎

外
空
間
i
長
安
の
圧
迫
に
抗
し
き
れ
な
く
な
っ
た
李
賀
の
心
情
が
綴

ら
れ
て
い
る
ο

① 
天・発・夜京
地・幸男・夢関
皆・東・帰心
浩・門・家内!闘
志台・外・少漫

心
繍
漫

夜
夢
に
家
に
帰
る
こ
と
少
な
り

靭
を
東
門
の
外
に
発
す
れ
ば

天
地
皆
浩
浩

李
賀
詩
集
巻
三

吋
始
為
奉
礼
憶
問
問
谷
山
居
』
に
於
て
は
、
長
安
の
家
屋
で
故
郷
の

我
家
を
思
う
事
が
十
字
賀
の
心
を
解
き
ほ
ぐ
す
鍵
で
あ
っ
た
。
が
、
右

の
前
半
二
句
に
は
、
長
安
の
生
活
に
疲
れ
る
に
従
い
、
故
郷
へ
帰
る

夢
も
見
る
事
の
少
な
く
な
っ
た
李
賀
の
姿
が
捕
か
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
李
賀
と
長
安
と
の
緊
張
関
係
が
、
家
屋
の
内
に
於
て
も
緩
和
さ

れ
な
く
な
っ
た
事
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
家
屋
は
、
外
的
世
界
(
長

安
)
の
圧
力
か
ら
李
賀
を
守
る
能
力
を
失
っ
た
の
で
あ
る
。
李
賀
は

病
を
理
由
に
職
を
辞
し
、
故
郷
へ
帰
る
決
意
を
す
る
。

長
安
で
は
「
天
迷
迷
、
地
密
密
」
(
『
公
無
出
門
』
)
と
挟
っ
て
い

た
天
地
が
、
長
安
の
門
外
で
は
急
に
広
々
と
し
た
も
の
と
し
て
李
賀

の
自
に
映
る
(
後
半
二
句
)
。
全
て
の
認
識
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、

空
間
認
識
も
ま
た
、
感
情
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
行
わ
れ

る
G

狭
さ
の
感
覚
は
、
空
間
か
ら
疎
外
さ
れ
た
者
が
感
じ
る
圧
迫
感

の
表
れ
で
あ
り
、
広
さ
は
逆
に
解
放
感
の
表
れ
で
あ
旬
。
「
天
地
一
皆

浩
浩
」
と
い
う
感
覚
は
、
東
内
内
の
空
間
i
長
安
が
李
賀
に
と
っ
て

如
何
に
狭
く
感
じ
ら
れ
て
い
た
か
を
、
つ
ま
り
は
長
安
が
李
賀
を
如

何
に
強
く
圧
迫
し
て
い
た
か
を
、
裏
返
し
に
示
し
て
い
る
。

⑦
少
鰭
無
所
就
少
健
就
く
所
無
く

入
門
擁
家
老
門
に
入
り
て
家
老
に
嫁
づ

聴
講
依
大
樹
講
を
聴
く
に
大
樹
に
依
り

観
書
臨
出
沼
世
帯
を
観
る
に
曲
沼
に
臨
む

知
非
出
将
虎
梓
を
出
、
、
つ
る
虎
に
非
ざ
る
を
知
り

甘
作
蔵
霧
豹
霧
に
蔵
る
る
豹
と
作
る
に
甘
ん
ず

韓
烏
処
鱈
鰍
韓
鳥
縮
織
に
処
り

瀬
健
在
籍
軍
湘
緩
籍
軍
に
在
り
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狭
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徒
ら
に
軽
繰

李
資
詩
集
巻
一
一
一

右

は

の

結

び

の

部

分

。

粁

は

機

。

六

匂

自

の

典

故

は
同
列
女
伝
b

陶
答
子
安
伝
の
「
南
山
有
玄
豹
、
霧
雨
七
日
市
不
下

食
者
何
也
。
欲
以
沢
其
毛
布
成
文
章
也
、
故
蔵
部
遠
償
請
に
路
遁
す

る
喰
と
し
て
良
く
用
い
ら
れ
る
。
綿
織
は
婚
級
、
い
ぐ
る
み
の
事
。

僚
は
、
は
や
、
鮎
に
似
た
鯉
科
の
川
魚
。

李
賀
が
逃
げ
込
ん
だ
の
は
、
故
郷
呂
谷
の
家
屋
を
中
心
と
し
た
狭

い
空
間
。
寸
聴
講
・
観
書
い
の
語
か
ら
は
、
こ
の
狭
い
空
間
に
守
ら

れ
て
心
の
安
定
を
取
り
も
ど
し
た
李
賀
の
姿
と
、
せ
め
て
精
神
的
空

間
を
拡
張
せ
ん
と
す
る
彼
の
意
志
を
読
み
取
る
事
が
で
き
る
。
が
、

そ
の
一
方
で
李
賀
は
、
自
分
の
生
き
得
る
空
間
が
徐
々
に
狭
め
ら
れ

て
行
く
現
実
を
、
佐
川
り
と
も
諦
め
と
も
つ
か
ぬ
感
情
で
見
つ
め
て
い

る
の
で
あ
る
ο

「
概
を
破
っ
て
飛
び
出
す
虎
の
柄
で
は
な
い
自
分
は
、

霧
に
隠
れ
て
我
身
を
養
う
豹
た
る
に
甘
ん
ず
る
し
か
な
い
。
広
い
所

へ
出
ょ
う
と
す
れ
ば
、
斡
烏
や
湘
僚
の
様
に
揚
め
捕
れ
て
し
ま
う
ば

か
り
。
こ
の
ま
ま
狭
い
道
を
歩
い
て
行
け
ば
、
広
い
通
り
に
出
る
事

は
無
い
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
壮
士
の
気
概
を
振
り
か
ざ

し
て
も
、
徒
ら
に
空
騒
ぎ
す
る
ば
か
り
で
あ
る
J

右

の

様

な

心

の

揺

れ

は

、

見

た

の
中
に
、
よ

り
拡
大
さ
れ
た
形
で
現
れ
て
い
る
。
日
間
谷
滞
在
三
ヶ
月
余
り
。
自
ら

家
庭
の
門
を
閉
ざ
し
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
詩
作
三
味
の
う
ち
に
老

い
て
行
く
自
閉
的
日
常
に
苛
立
つ
李
資
。
李
賀
の
こ
の
苛
ち
は
、
自

己
の
存
在
意
義
を
確
認
し
た
い
と
い
う
内
的
欲
求
の
表
れ
で
あ
る
。

が
、
世
界
の
中
心
、
長
安
か
ら
遠
く
離
れ
た
m
m
谷
の
地
は
、
李
如
氏
の

欲
求
を
満
た
す
に
は
狭
す
、
ぎ
る
空
間
で
あ
っ
た
。

家
族
の
扶
養
と
い
う
経
済
的
圧
迫
と
内
的
欲
求
に
突
き
動
か
さ
れ

て
、
同
年
十
月
、
李
賀
は
早
く
も
職
を
求
め
て
洛
陽
へ
旅
立
つ
事
に

な
る
。
問
問
谷
及
び
問
問
谷
の
家
屋
は
、
外
的
世
界
の
圧
迫
か
ら
李
賀
を

守
り
、
彼
の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
る
空
間
で
あ
っ
た
。
が
、
そ
れ
も

一
時
の
事
。
こ
の
早
過
ぎ
る
旅
立
ち
は
、
日
間
谷
も
ま
た
、
李
賀
の
真

に
生
き
得
る
空
間
で
は
な
か
っ
た
事
を
示
し
て
い
る
。
洛
陽
か
ら
長

安
へ
、
そ
し
て
翌
年
に
は
瀦
州
(
山
西
省
長
治
県
)
へ
と
、
李
賀
の

流
浪
が
始
ま
る
。
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際
西
長
官
接
頚
客
際
西
の
長
吉
按
頚
の
客

酒
関
感
覚
中
一
弘
窄
諮
問
削
に
し
て
中
区
の
窄
き
を
感
覚
す

円
酒
罷
張
大
徹
索
贈
詩
時
張
初
殺
瀦
幕
』
李
賀
詩
集
巻
一

右
は
一
克
和
九
年
の
作
。
中
区
と
は
中
国
1
世
界
。
窄
の
字
に
は
、

せ
ま
い
(
狭
)
の
他
に
、
せ
ま
る
(
迫
)
の
意
味
が
あ
る
。
友
人
張

徹
を
頼
っ
て
瀦
州
に
た
ど
り
着
い
た
李
賀
は
、
再
会
の
宴
で
急
に
世

界
が
狭
く
な
っ
た
よ
う
な
感
覚
に
襲
わ
れ
る
。
こ
の
感
覚
は
、
李
賀



が
自
己
の
存
在
す
る
空
間
全
体
に
強
烈
な
圧
迫
惑
を
感
じ
て
い
る
証

で
あ
る
。
問
問
谷
の
家
即
位
、
を
出
て
以
来
の
訪
径
の
中
で
、
李
賀
は
つ
い

に
世
界
全
体
を
敵
に
ま
わ
す
事
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
李

賀
が
心
を
溶
け
こ
ま
せ
る
事
の
で
き
る
空
間
は
、
最
早
ど
こ
に
も
な

、0
1
U
 

世
界
全
体
が
疎
外
空
間
と
化
し
た
中
で
、
李
賀
は
元
和
十
一
年
秋

ま
で
瀦
州
に
留
ま
り
、
同
年
冬
、
間
関
谷
の
家
屋
に
て
病
没
す
る
ο

李
賀
詩
に
於
け
る
「
門
」
の
描
写
の
特
徴
を
ま
と
め
て
み
れ
ば
、

門
が
常
に
二
つ
の
対
立
す
る
異
質
な
空
間
の
接
合
点
と
し
て
現
れ
て

い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
ο

言
い
換
え
れ
ば
、
門
は
常
に
、

李
賀
と
彼
を
疎
外
す
る
空
間
と
の
接
点
も
し
く
は
境
界
線
と
し
て
立

ち
現
れ
て
い
た
ο
①
で
は
、
李
賀
と
官
僚
社
会
と
の
対
立
、
②
①
で

は
李
交
と
長
安
と
の
対
立
を
、
門
の
描
写
は
浮
き
彫
り
に
す
る
役
割

を
果
し
て
い
た
ο

李
賀
自
身
が
門
を
出
入
り
す
る
描
写
は
、
@
@
①
⑥
の
他
に
、
①

②
の
例
も
含
め
る
と
全
部
で
六
例
。
こ
の
内
、
門
の
内
と
外
と
に
対

立
的
な
空
間
の
存
在
を
感
じ
取
っ
て
い
な
い
も
の
は
、
⑥
の
一
例
の

み
で
あ
る
。
し
か
も
、
他
の
五
例
が
科
挙
受
験
断
念
後
の
李
賀
と
門

と
の
関
わ
り
を
描
い
て
い
る
の
に
対
し
て
、
⑥
は
「
駆
馬
出
門
意
、

年
落
長
安
心
」
と
い
う
よ
う
に
、
受
験
の
た
め
に
胸
を
影
ら
ま
し
て

上
京
し
た
当
時
を
回
想
と
し
て
措
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
科
挙
受
験

断
念
前
の
李
賀
に
は
、
世
界
が
均
質
な
空
間
の
広
が
り
と
し
て
受
け

止
め
ら
れ
て
い
た
事
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
受
験
断
念
後
、
世
界
は
、

自
己
を
疎
外
す
る
空
間
と
自
己
を
守
る
空
間
i
主
に
家
屋
i
と
に
分

裂
し
、
そ
う
し
た
中
で
二
空
間
の
接
点
と
し
て
の
門
の
機
能
が
、
李

賀
の
自
に
急
速
に
グ
ロ

i
ズ
・
ア
ッ
プ
さ
れ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

前
章
で
見
た
「
関
門
」
描
写
の
内
に
秘
め
ら
れ
た
強
烈
な
排
他
性
及

び
、
そ
の
反
動
と
し
て
の
閉
鎖
空
間
と
の
深
い
一
体
感
も
、
全
て
こ

の
延
長
線
上
に
あ
る
。

b
、
李
賀
と
同
時
代
の
詩
人
の
場
合

韓
愈
・
孟
郊
・
慮
全
・
貿
島
の
詩
の
中
で
、

B
項
に
該
当
す
る

「
門
」
の
用
例
は
三
十
六
。
そ
の
内
、
異
質
な
二
空
間
の
接
合
点
と

し
て
「
門
」
を
描
い
て
い
る
も
の
は
韓
愈
に
二
例
、
孟
郊
に
一
一
例
の

計
三
例
あ
る
の
み
で
あ
る
。

@
君
門
不
可
入
君
門
入
る
可
か
ら
ず

勢
利
互
和
推
勢
利
互
い
に
相
推
す

借
関
読
書
客
借
問
す
読
書
の
客

胡
為
在
京
邸
前
為
れ
ぞ
京
師
に
在
る

韓
愈
『
将
帰
贈
孟
東
野
一
皮
萄
客
』
全
唐
詩
三
回

O

@
出
門
郎
有
擬
門
を
出
づ
れ
ば
即
ち
擬
有
り

誰
謂
天
地
寛
誰
か
謂
ふ
天
地
寛
し
と

有
擬
非
還
方
擬
有
る
は
還
方
に
非
ら
ず
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王子小長
j也人安
生智大
太 j荏道
!11険傍

長
安
大
道
の
傍
ら

小
人
智
慮
険
し
く

一
千
地
に
太
山
を
生
、
ず

孟
郊
「
婚
別
総
純
亮
b

@
は
い
き
苅
十
七
年
、
斡
愈
が
身
言
審
判
科
を
落
第
し
た
時
の
作
で

あ
る
。
「
君
門
不
可
入
い
の
匂
は
、
高
級
官
僚
社
会
と
斡
愈
と
の
唯

一
の
接
点
で
あ
る
門
が
、
斡
愈
の
侵
入
を
拒
む
も
の
と
し
て
捕
か
れ

て
い
る
点
に
於
て
、
李
交
の
「
闘
鼠
未
開
逢
狭
犬
」
(
①
〉
に
近
い

も
の
で
あ
る
。
が
、
李
賀
が
受
験
断
念
以
後
、
長
安
を
疎
外
空
間
と

し
て
強
く
意
識
し
た
の
に
対
し
て
、
斡
愈
は
落
第
以
後
、
箕
山
の
麓

に
隠
棲
し
て
自
適
の
生
活
を
送
っ
た
と
い
う
許
出
に
習
い
、
長
安
を

去
る
決
意
を
す
る
の
で
あ
る
。
「
穎
水
清
旦
寂
、
箕
山
担
市
夷
、
如

今
使
当
去
、
制
附
無
自
疑
」
と
諮
る
韓
愈
の
口
調
に
は
、
疎
外
空
間

か
ら
脱
出
し
よ
う
と
し
て
い
る
者
の
切
迫
感
は
無
い
。

@
の
六
句
自
「
太
行
」
と
は
、
河
南
・
河
北
・
山
西
省
に
渡
る
大

山
脈
の
事
。
「
家
屋
の
門
を
出
れ
ば
、
必
ず
何
ら
か
の
防
害
に
出
会

う
。
長
安
は
小
人
ど
も
の
惑
意
に
満
ち
溢
れ
、
そ
の
官
官
意
の
険
し
さ

は
大
山
脈
の
如
く
で
あ
る
よ
長
安
に
対
す
る
孟
郊
の
こ
の
心
象
風

景
は
、
李
賀
の
町
公
無
出
門
b

に
近
い
も
の
で
あ
る
。
が
、
李
賀
が

町
公
無
出
門
b

の
後
半
で
、
長
安
を
去
ろ
う
に
も
去
れ
な
い
窮
状
を

訴
え
た
の
に
対
し
て
、
孟
郊
は
長
安
脱
出
の
希
望
を
露
ほ
ど
も
語
ら

七
七

な
い
。
む
し
満
ち
た
長
安
の
中
で
、
良
い
友
人
と
巡
り
会

え
た
喜
び
を
詰
る
方
へ
と
話
を
展
開
し
て
行
く
の
で
あ
る
。

④
で
は
門
の
内
側
に
、
@
で
は
門
の
外
側
に
、
共
に
作
者
と
対
立

す
る
空
間
の
存
在
が
感
じ
取
ら
れ
て
い
た
が
、
共
通
す
る
の
は
、
韓

愈
も
一
五
郊
も
そ
う
し
た
自
己
の
空
間
意
識
に
追
い
つ
め
ら
れ
て
行
く

事
が
無
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
韓
愈
は
『
秋
懐
詩
十
一
首
b

其
三

(
全
農
詩
巻
三
一
一
一
六
〉
の
中
で
「
学
賞
一
一
日
無
事
、
駆
烏
適
所
願
、
悲

恋
出
門
道
、
欲
去
聯
自
勧
L

と
怯
く
他
は
、
自
在
に
門
の
内
外
を
出

入
り
し
て
い
る
し
、
孟
Jd
州
も
@
以
外
の
詩
の
中
で
は
、
内
外
空
間
の

均
一
一
同
意
に
つ
い
て
諮
っ
て
い
な
い
。
政
外
空
間
の
存
在
を
「
門
」
の
描

写
の
中
で
浮
き
彫
り
に
し
つ
つ
、
生
涯
そ
の
圧
迫
に
苦
し
ん
だ
李
賀

と
の
相
異
は
こ
こ
に
あ
る
。

盟
、
お
わ
り
に

李
賀
の
門
に
対
す
る
強
烈
な
意
識
は
、
そ
の
特
異
な
空
間
認
識
か

ら
来
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
部
の
人
間
の
害
意
に
よ
っ
て
科
挙
受
験

を
阻
ま
れ
て
以
後
、
世
界
は
対
立
す
る
こ
つ
の
空
間
!
李
賀
を
守
る

小
さ
な
空
間
(
主
に
家
屋
)
と
、
そ
れ
を
取
り
囲
む
巨
大
な
疎
外
空

間
1

に
分
裂
す
る
。
こ
の
対
立
的
な
二
空
間
の
唯
一
の
接
点
と
し

て
、
門
の
存
在
は
李
賀
の
注
目
を
強
力
に
引
き
つ
け
た
の
で
あ
る
。

門
の
描
写
を
辿
る
事
は
、
空
間
的
側
面
か
ら
李
賀
の
人
生
を
辿
る

事
で
も
あ
っ
た
。
疎
外
空
間
に
よ
る
圧
迫
、
経
済
的
圧
迫
、
更
に
は
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自
己
の
存
在
意
義
を
確
認
し
た
い
と
い
う
内
発
的
欲
求
等
に
突
き
動

か
さ
れ
て
、
対
立
的
な
二
空
間
を
往
復
す
る
李
資
。
が
、
長
安
の
家

屋
や
mm
谷
の
家
庭
は
、
李
賀
の
心
を
一
時
憩
わ
せ
る
事
は
で
き
て

も
、
李
賀
の
生
を
充
全
に
受
け
止
め
る
た
め
に
は
狭
す
、
ぎ
る
空
間
で

あ
っ
た
。
こ
の
家
屋
の
無
力
さ
が
、
対
立
す
る
こ
空
間
の
バ
ラ
ン
ス

を
徐
々
に
崩
し
、
つ
い
に
は
世
界
全
体
が
疎
外
空
間
と
化
す
ま
で
に

李
賀
を
追
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

。

「
牛
鬼
蛇
神
」
等
の
怠
づ
く
独
自
の
詩
的
空
間
の
創
造
は
、
こ
う

し
た
李
賀
の
空
間
意
識
と
無
縁
で
は
な
い
。
現
実
空
間
内
で
の
疎
外

が
強
ま
れ
ば
強
ま
る
ほ
ど
、
自
己
の
生
き
得
る
空
間
を
求
め
て
、
李

賀
は
自
己
の
内
奥
に
切
り
開
か
れ
た
詩
的
空
間
へ
と
没
入
し
て
行
っ

た
の
で
あ
る
。
詩
的
空
間
に
つ
い
て
は
後
に
詳
し
く
考
察
し
て
み
た

、。、
L
V

①
オ
ッ
ト
l

・
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ポ
ル
ノ
ウ
吋
人
間
と
空
間
』
大
塚
・

池
川
・
中
村
訳
、
せ
り
か
書
一
局
、
一
九
八
五
年
、
二
一
一
良
。

②
大
察
幹
雄
司
劇
場
都
市
b

三
省
堂
、
一
九
八
五
年
、
二
七

O
頁。

③
ポ
ル
ノ
ウ
、
前
掲
書
、
二
一
宏
一
氏
。

③
ポ
ル
ノ
ゥ
、
前
掲
書
、
一
四
六
一
氏
以
下
参
照
。

⑥
吋
将
発
一
h

に
は
門
の
出
入
り
が
具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
旅
立

ち
の
情
示
と
し
て
門
が
拙
か
れ
て
い
る
た
め
B
項
に
入
れ
た
。

⑤

A
A

に
は
、
関
門
の
飽
、
「
有
客
至
門
、
我
不
出
応
、
客
去
而
虞
」
(
韓
愈

『
剥
啄
行
』
全
唐
詩
巻
三
一
一
一
九
〉
等
の
描
写
も
入
る
。

B
に
は
、
出
門
・

入
門
・
蔵
門
等
が
入
る
。
「
柴
門
掩
寒
雨
」
(
寅
島
『
鱗
銚
少
府
』
全
麿
詩

巻
五
七
二
〉
等
の
描
写
は
、
門
の
閉
鎖
性
が
明
確
で
は
な
い
の
で
C
項
に

入
れ
る
。

⑦
ア
ン
ド
リ
ュ

i
-
ポ
イ
ド
ヤ
中
国
の
建
築
と
都
市
』
田
中
訳
、
鹿
島
出

版
会
、
昭
和
五
十
四
年
、
八
九
頁
。

⑧
大
室
幹
雄
、
前
掲
書
、
二
五
八

i
二
六

O
頁。

⑨
劉
街
『
李
賀
詩
伝
』
所
収
、
山
西
人
民
出
按
社
、

⑮
ポ
ル
ノ
ウ
、
前
掲
書
、
二
一
七
頁
以
下
参
照
。

⑬
杜
枚
『
李
長
官
歌
詩
叙
h
o

一
九
八
四
年
。
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